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ビジョンの策定に
向けた総合検討

中長期シナリオ設定

論点整理を踏ま
えた総合検討

目標を達成する
ための中長期的

シナリオ

様々な負荷削減
対策を検討

他の閉鎖性水域
の保全対策の充
実・推進

指定水域（東京
湾・伊勢湾･瀬戸
内)における更なる
水環境改善に向け
た対策の推進

成果課題 海域の中長期ビジョンの策定（H19-21)

水環境の目標設
定検討

○目標とすべき水質の検討
→生物生息環境とリンクした
目標の設定

○効果的な対策の検討
→汚濁負荷の総合的削減と
管理
→水辺地・浅海域等の保全
再生・推進

閉鎖性海域の改善の停滞

第６次総量規制の在り方
（H17.5中環審答申）より

問題意識

海域ごとの水環
境の目標の検討

「今後の閉鎖性海域対策
に関する懇談会」を設置

閉鎖性海域対策の総
合的な推進について論
点整理（H19.3）

シミュレーション
モデル構築・実施

水質環境基準生活
環境項目検討調査
（水環境課実施業務）

水質環境基準（生
活環境項目）の見
直し検討

連携

閉鎖性海域
中長期ビジョ
ンの策定

負荷量削減の
最適化

負荷削減以外
の対策

閉鎖性海域中長期ビジョンの策定調査の概要
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閉鎖性海域中長期ビジョンの策定に係る検討体制

２

氏名 所 属 検討
委員会

海域WG 陸域WG 懇談会 目標設定
WG

対策効果
WG

磯部 雅彦 東京大学大学院新領域創成科社会文化環境学専攻 ○

今井 章雄 国立環境研究所水土壌圏環境研究領域湖沼環境研究室長 ○ ○

浦川 秀敏 東京大学海洋研究所准教授 ○

大塚 直 早稲田大学法学部教授 ○ ○

岡田 光正 広島大学大学院工学研究科教授 委員長 座長 座長 座長 ○

川井 浩史 神戸大学教授 ○ ○ ○

工藤 孝浩 神奈川県水産総合研究所主任研究員 ○ ○ ○

小池 勲夫 琉球大学監事 ○

木幡 邦男 国立環境研究所水土壌圏環境研究領域長 ○ ○ ○ ○

清水 誠 東京大学名誉教授 ○ 顧問

鈴木 輝明 愛知県水産試験場場長 ○ ○ ○

須藤 隆一 東北文化学園大学大学院客員教授 ○ 顧問 顧問

高橋 正宏 北海道大学大学院工学研究科環境フィールド工学専攻教授 ○ ○

田中 宏明 京都大学大学院教授 ○

中田 喜三郎 東海大学海洋学部 地球環境工学科教授 ○

中村 由行 港湾空港技術研究所 海洋・水工部沿岸環境領域長 ○

灘岡 和夫 東京工業大学大学院教授 ○ ○

西村 修 東北大学大学院 工学研究科教授 ○ ○ ○

羽賀 清典 独立行政法人農業・食品産業技術総合研究機構畜産草地研究所研究管理監 ○

花里 孝幸 信州大学山岳科学総合研究所山地水域環境保全学部門長 ○ ○

福島 武彦 筑波大学大学院 生命環境科学研究科教授 ○ 座長 ○

藤井 滋穂 京都大学大学院工学研究科流域圏総合環境質研究センター教授 ○ ○

藤原 建紀 京都大学大学院農学研究科応用生物科学専攻海洋生物環境科学分野 ○

古米 弘明 東京大学大学院工学系研究科教授 ○ ○ ○ 座長

風呂田 利夫 東邦大学理学部・大学院理学研究科教授 生命圏環境科学科 ○ ○ ○ ○

堀口 敏宏 国立環境研究所環境リスク研究センター主席研究員 ○ ○ ○

眞柄 泰基 北海道大学創成科学共同研究機構特任教授 ○

山本 民次 広島大学大学院教授 ○ ○ ○

矢持 進 大阪市立大学工学部環境都市工学教授 ○ ○ ○

渡辺 正孝 慶応義塾大学教授 ○

(敬称略 五十音順)

水質環境基準(生活環境項目) 閉鎖性海域中長期ビジョ ン策定

閉鎖性海域中長期ビジョンの策定に係る懇談会並びに
水質環境基準（生活環境項目）検討委員会委員
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懇談会・各ＷＧにおける検討の方針

（２）目標設定ＷＧ

（３）対策効果検討ＷＧ

＜アウトプット＞

・海域ごとに、目指すべき水環境像を設定し、目指すべき海域の状態を表す指標（状態指標）とその
目標値並びにその目標値を達成するために制御すべき指標（制御指標）を設定する。

＜留意事項＞
・状態指標としては、透明度と底層ＤＯを中心に検討する。

・状態指標の目標値は、対策効果検討ＷＧで実施する中長期シミュレーションの結果を踏まえて
設定する。

＜アウトプット＞

・中長期的な目標を達成するために必要な対策について、中長期シナリオに基づくシミュレーション
を実施しつつ検討し、ロードマップを策定する。

＜留意事項＞

・各海域環境改善施策の今後の実施可能性、費用等の情報を収集し、各施策の感度解析を実施
することなどにより、費用効果的かつ現実的なロードマップを策定する。

（１）閉鎖性海域中長期ビジョン策定に係る懇談会
＜アウトプット＞

・今後の閉鎖性海域の水環境の目標及びその達成に向けたロードマップを明らかにした中長期ビ
ジョンを策定する。

４

H18

制御指標の設定

H20

中長期シナリオ（案）
の設定

評価

ロードマップの策定

Yes

H19,20

H20

H21

H20

水質実態の整理

海域特性の整理

H19

H19

海域利用の整理

H19

生物生息実態の整理

H19

論点整理

状態指標の候補

透明度、底層DOの
適用に向けた検討

H18

H19,20

指標要件への適合性判断

H19,20

底質（SOD等）、栄養塩類（無機）、

生物、赤潮、青潮（苦潮）、悪臭の
状態指標としての可能性の検討

H19,20

中長期的な目標設定

（途中段階の目標を
含む）

H20

•目標設定に向けた

指標となる生物の抽
出

•目指すべき海域利
用の設定

H20

•利水障害の抽出

•生物生息環境上
の問題点の抽出

H19,20

水域利用、生物生

息のための状態指
標の目安値の検討

H19,20

中長期シミュレーショ
ンの実施

No

閉鎖性海域中長期ビジョンの策定に係る検討フロー

H18
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平成19年度の主な検討内容（１）

（１）目標設定ＷＧにおける検討（目標設定に関する検討）

・平成18年度の論点整理において状態指標の第１の候補とされた底層ＤＯと透明度について、

① 我が国の水質環境基準や水産用水基準など、並びに米国チェサピーク湾の水質基準での
設定根拠等を整理した上で、

② 具体的な目標設定を行っていく上での論点を整理するとともに、検討方針案を目標設定ＷＧ
に提示し議論した。

③ さらに、上記の検討方針案に基づいたケーススタディーとして、「無生物域の解消に係る底
層ＤＯ目標」、「東京湾に生息する代表的な水生生物に係る底層ＤＯ目標（マコガレイを対象に

試行）」、「東京湾に生息する代表的な藻場に係る透明度目標（アマモを対象に試行）」につい
て作業を行い、より具体的な考え方と論点を整理した。

④ ①から③での検討を踏まえ、目標設定を行う上での論点を再整理するとともに、具体的な考
え方を詰めていくための検討方針案を取りまとめた。

・また、平成18年度の論点整理において底層ＤＯ及び透明度以外に検討すべきとされた指標（可

能性指標）についても、上記④と同様に、目標設定を行う上での論点及び検討方針案を取りまと
めた。

６

平成19年度の主な検討内容（２）
（参考）底層ＤＯの目標設定の基本的考え方

＜当面の目標：無生物域の解消＞ ○ml/L以上

① 貧酸素が深刻な海域における当面の目標として、
・無生物域の解消を目指して、成層期における目標値を設定

② 海域全体としては、
・代表種の生息域においては、ベントスの多様性の維持を考慮して目標値を設定
・その他の海域においては、その他生物の生息環境保全を考慮して中間的なレベルの目標値を設定

③ ②の設定に上乗せする形で、代表種の産卵場・稚魚の成育場において
・代表種の再生産の確保を目的として、水域、期間を限定した目標値を設定

＜その他生物の生息環境保全＞
○ml/L以上

＜代表種の生息環境保全＞
○ml/L以上

＜適用外＞
・冬期（12月～2月を想定）
・湾口部等の貧酸素のおそれの少ない水域
・代表種の保全上必要性の少ない深水域

＜再生産の確保(稚魚期)＞
○ml/L（○～○月）＜再生産の確保(産卵期)＞

○ml/L（○～○月）

＜設定イメージ＞
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平成19年度の主な検討内容（３）
（参考）代表的な水生生物に係る底層ＤＯ目標設定の検討フロー

代表種の選定

•代表種の生活史・生態特性

⑤東京湾における代表種の底層DOに係る目標の設定
・代表種とその餌生物が必要とする底層DOが異なる場合は、
より高い濃度の底層DOを目標とする。

⑥代表種に必要な底層DOの目標の重ね合わせ
•成魚の生息域全体について通年維持すべき目標
•卵・稚仔魚の保全の観点から時期に限って上乗せで維持
すべき目標

④代表種の餌生物
に係るDO影響

②東京湾における代表種の
生息域

③代表種に対する
DO影響

⑦東京湾の生物全体にとって必要十分かどうかの検討

⑧水域全体の目標の設定

※点線枠内は各
代表種それぞれ
について実施

H19年度はマコガレイ
について実施

８

平成19年度の主な検討内容（４）
（参考）代表的な藻場に係る透明度目標設定の検討フロー

•代表種の生活史・生態特性の整理

②代表種の東京湾における生育域の整理
（現存藻場・消滅藻場） ⑥代表種に必要な光条件の整理

⑤代表種の東京湾における透明度に係る目標
の設定（生育下限水深と透明度の関係から）

代表種の選定

⑦水面直下における
光強度（太陽光）

⑧藻場内で維持すべき光の減衰係数の設定

⑨透明度と減衰係数の関係の整理

③東京湾において確保すべき生育下限水
深の設定

④生育下限水深と透明度の関係の整理

⑫代表種に必要な透明度の目標の重ね合わせ

⑩代表種の東京湾における透明度に係る目標の設定
（生育下限水深における必要な光条件から）

⑪代表種の東京湾における透明度に係る目標の設定

※点線枠内は各
代表種それぞれ
について実施

⑬東京湾の藻場全体にとって必要十分かどうかの検討

⑭水域全体の目標の設定

H19年度はアマモ
について実施
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平成19年度の主な検討内容（５）

状態指標

指標要件

（H18論点整理より）

可能性指標

判断材料

底
質
（CO

D

等
）

底
質
（
Ｓ
Ｏ
Ｄ
）

栄
養
塩
類
（
無
機
）

生
物

赤
潮

青
潮
（
苦
潮
）

悪
臭

生物生息環境との関
連性

○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
既存の基準とその設定根拠ならびに新たな知見を加えることにより、
生物の生息に対する水準（目安値）を示すことができる

定量的な評価が可能
である

○ △ ○ △ △ △ ○ 公定法または公定法に準拠する方法、その他、測定指針等がある。

△ △ ○ △ △ △ △
現時点で、必要な時間・空間密度で情報が取得できている、または、
今後取得できる可能性がある

将来予測が可能であ
る

△ △ ○ △ ○ ○ ×
モデルの内容（計算項目、空間分割、時間分割）ならびに現況再現
性から判断

市民に判りやすい × × × ○ ○ ○ ○
人が五感で直接感じることができる、若しくはそれが示す状況を容易
に理解できる

施策のメルクマールと
なる

○ △ ○ ○ ○ ○ △
海の再生行動計画等、関連計画の目標に掲げられている、または、
目標設定の根拠となっている。

○：適合すると考えられる
△：適合性にやや問題がある（又は現時点では判断材料が不十分）

×：適合しないと考えられる

（参考）可能性指標に関する検討

H20年度においては、主に状態指標を補完する指標（補
完指標）としての活用の観点から検討を進める予定

H19年度は、H18年度の論点整理で提示された可能性指標について、以下のような「指標要件
への適合性」の整理を行った上で、目標設定を行う上での論点及び検討方針案を取りまとめた。
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平成19年度の主な検討内容（６）
（２）対策効果検討ＷＧでの検討（中長期シナリオに関する検討）

対策効果検討ＷＧでの検討では、以下のような工程により中長期ビジョンにおけるロードマップを
策定することとした。

ロードマップの策定

重点施策の選定

各種施策

中長期シミュレーションの実施

現況再現及び各施策の感度解析
※短期モデルにより、現況再現及び各施策の

感度解析を実施

各海域の水質目標

目標を達成

目標を達成できない
場合はシナリオの
見直し等検討

中長期シナリオの設定

過去の汚濁負荷削減施策の評価
※長期モデルにより、東京湾を対象とした過去

26年間の海域の水質変化を再現して評価

目標設定WGの結果を反映
・透明度、底層DO等

各種施策調査
①点源負荷対策
②合流式下水道の越流対策

③面源負荷対策
④海域浄化能力

⑤底質環境の改善などを検討

各施策の実施計画等を考慮
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④中長期シナリオに基づくシミュレーションの実施（東京湾、伊勢湾、瀬戸内海）
（H20年度実施）
●中長期シナリオに基づくシミュレーション（２０年程度）を行い、その効果を検証する。

●特に底層ＤＯの改善に最も効果的な施策群の解明と貧酸素水塊改善までの到達年数を
明らかにする。

②各施策の感度解析の実施（H19、20年度実施）
●東京湾を対象として、各水環境改善施策の海域環境に対する感度解析（再現期間：3～4
年、200m～1000mの可変格子）を実施する。

●これによりそれぞれの水環境改善施策の効果を求めるとともに、最も効果的な施策群の
抽出を行う。

③過去の汚濁負荷削減施策の効果の評価（H20年度実施）
●東京湾において過去実施された施策による長期的な水環境改善効果について（再現期
間：２６年（1979～2004年））評価する。

●これにより今後とるべき効果的な施策群の抽出を行う。

①三海域における現況再現計算（東京湾：H19年度，その他H20年度実施）
●計算年次：東京湾（2001年～2004年）、伊勢湾（2000年～2001年）、瀬戸内海（1996年
～1997年，2004年～2005年）

●水質観測値（公共用水域水質データと広域総合水質調査データ）と計算値との対比で現
況再現性の確認を行う。検証すべき解析結果(貧酸素水塊の発生、流動状況等)に応じて、

それぞれの現地観測データの存在する期間を対象として計算を行い、計算結果と観測値

との対比で再現性の検証を行う。

【現在】

現況再現

【過去】

過去26年間の

汚濁負荷削減
施策の評価

【将来】

20年程度

平成19年度の主な検討内容（７）
（参考）海域シミュレーションモデルの作業工程
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平成20年度の検討方針（１）

（１）目標設定ＷＧにおける検討（目標設定に関する検討）

・平成20年度は、状態指標の中長期的な目標値の設定や制御指標の設定等、中長期ビジョンの
策定に向けた検討を順次進める。

・特に、平成19年度に状態指標の第１の候補として検討が進められた底層ＤＯと透明度の目標設

定については、

① 平成19年度整理した論点及び検討方針案を踏まえ、底層DOの東京湾における目標設定の

試行について、ヨツバネスピオ（Ａ型）以外の底生生物や、マコガレイ以外のシャコ、マハゼ、
ハタタテヌメリ、ワタリガニを対象として、同様の作業を進める。

② 上記の作業により、東京湾における底層DOと透明度の状態指標としての適用について一

定の結論を得るとともに、同様の作業により伊勢・三河湾、瀬戸内海における目標設定につい
ても検討を進める。

③ その際、対策効果検討WGにおける検討を連携し、シミュレーション結果を踏まえつつ、検討
を進めることとする。

・また、可能性指標については、整理した論点及び検討方針案を踏まえ、主に状態指標を補完す
る指標（補完指標）としての活用の観点から検討を進める。
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平成20年度の検討方針（２）
（２）対策効果検討ＷＧでの検討（中長期シナリオに関する検討）

・以下のような作業を行った上で、各海域毎に中長期シナリオを設定する。

① 各水環境改善施策について、その期待される効果等を整理するとともに、水環境の問題点と
施策の関係を整理する。

② ①の整理の結果、重要と判断された各施策について、シミュレーションによる感度解析を行
い、各施策の水環境改善効果の評価を行う。

③ 各水環境改善施策の費用対効果を整理する。

④ ①～③の評価結果及び各施策に関する今後の実施計画等を基に、各海域の中長期シナリ
オを設定する。

・さらに、設定された中長期シナリオに基づいた中長期シミュレーションを実施し、目標設定ＷＧで
検討された水環境の目標が達成されるか評価を行う。

・目指すべき水環境の目標が達成されない場合は、中長期シナリオの見直しを検討するとともに、
必要に応じて目標の見直しを行う。

・上記のような作業を行い、最終的に、水環境の目標を達成可能な中長期シナリオを設定し、ロー
ドマップを策定する。
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